
[平成26年度設置］

　　　計画の区分：研究科の専攻の設置
　　　　　　　　　　　　　　　注１

東京大学大学院　理学系研究科

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　注２

【事前伺い】設置に係る設置計画履行状況報告書

国立大学法人　東京大学　　　

生物科学専攻

　　　　　　　　　　　 　　　　　 　　　　　平成２８年５月１日現在　　　　

注３
大学番号：０２２

事前伺い





設　　置　　時 変　更　状　況 備　　　考

（ フ リ ガ ナ ） （ フ リ ガ ナ ）

氏　　　名 氏　　　名

（現職就任年月） （現職就任年月）

理　　事

職　　名

　　　・対象学部等が複数のキャンパスに所在する場合には，複数のキャンパスの所在地をそれぞれ記載して

　　　　ください。

学　　長

（４） 管理運営組織

学 部 長

学科長等

１　調査対象大学等の概要等

（１） 設　置　者

　　　国立大学法人　東京大学

　　　東京大学

　　　　東京都文京区本郷7丁目3番地1号

（注）・対象学部等の位置が大学本部の位置と異なる場合，本部の位置を（　）書きで記入してください。

（２） 大　学　名

　　　〒１１３－８６５４

（３） 大学の位置

　　　・「事前伺い」により設置された学部等については，本項目を記載する必要はありません。

（注）・「変更状況」は，変更があった場合に記入し，併せて「備考」に変更の理由と変更年月日，報告年度を

　　　（　）書きで記入してください。

　　　　　　平成２８年度に報告する内容　→（28）

　　　・昨年度の報告後から今年度の報告時までに変更があれば，「変更状況」に赤字にて記載（昨年度までに報告

　　　　された記載があれば，そこに赤字で見え消し修正）するとともに，上記と同様に，「備考」に変更理由等を

　　　・大学院の場合には，「職名」を「研究科長」等と修正して記入してください。

　　　（例）平成２６年度に報告済の内容　→（26）

　　　　記入してください。
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　　　　（入試区分ごとではありません）。

年 人 人

　　　・学生募集停止を予定している場合は，「備考」にその旨記載してください。

報告年度

区　分 春季入学 その他の学期の他の学期ፑの





　（５）－④　調査対象学部等の退学者等の状況

退学した年度

平成２６年度 1 人 0 人 その他１名

平成２７年度 0 人 0 人

平成２８年度 0 人 0 人

平成２７年度 0 人 0 人

平成２８年度 2 人 0 人 就職１名、その他１名

33 人 0 人 平成２８年度 0 人 0 人 0 ％

118 人 3 人 2.5 ％

退学者数

入学者数（b） 退学者数（a）
退学者数（内訳）

　 ・　短期交換留学生など，定員内に含めていない学生については記入しないでください。

入学者数に
対する退学者数

の割合
（a/b）

主な退学理由

　　　区　分

対象年度
退学者数の

うち留学生数

　　　　　　（記入項目例）・就学意欲の低下　　　・学力不足　　　・他の教育機関への入学・転学　　　　　　　・海外留学

　　　　　　　　　　　　　　　・就職　　　・学生個人の心身に関する事情　　　　・家庭の事情　　　・除籍　　　　・その他

　　　・　各年度の入学者数については，該当年度当初に入学した人数を記入してください。（途中で退学者がいた場合でも、その退学者数を減らす必要は

　　　・　各年度の退学者数については，退学年度ごとに記入してください。また、留学生数欄の人数については、退学者数の内数を記入してください。

　 ・　留学生については，「出入国管理及び難民認定法」別表第一に定められる「『留学』の在留資格（いわゆる「留学ビザ」）

　　により，我が国の大学（大学院を含む。），短期大学，高等専門学校，専修学校（専門課程）及び我が国の大学に入学するための

　　準備教育課程を設置する教育施設において教育を受ける外国人学生」を記入してください。

　　　・　「入学者数に対する退学者数の割合」は，【当該対象年度の入学者のうち，平成２８年５月１日現在までに退学した学生数のѯꀀ





1・2・3前 2
1
2

履修計画の見直しによる、隔年開講及
び連携分野との調整による未開講
（26）
担当教員の見直しによる教員の増減
（27）

　　　 前
1・2・3 後

2 2

履修計画の見直しによる、隔年開講及
び連携分野との調整による未開講
（26）
履修計画の見直しによる、配当年次の
変更（27）

新基盤生命学Ⅲ 1・2・3前 2 2 1 2

履修計画の見直しによる、隔年開講及
び連携分野との調整による未開講
（26）
担当教員の見直しによる教員の増減
（27）

新基盤生命学Ⅳ
　　　 前
1・2・3 後

2
1
2

1

履修計画の見直しによる、隔年開講及
び連携分野との調整による未開講
（26）
履修計画の見直しによる、配当年次の
変更（27）
担当教員の見直しによる教員の増減
（27）

新基盤生命学特別演習１ 1・2・3前 1 2 1

履修計画の見直しによる、隔年開講及
び連携分野との調整による未開講
（26）
担当教員の見直しによる教員の増減
（28）

新基盤生命学特別演習２ 1・2・3後 1 1 1 1

履修計画の見直しによる、隔年開講及
び連携分野との調整による未開講
（26）
担当教員の見直しによる教員の増減
（28）

新基盤生命学特別演習３
　　 　後
1・2・3 前

1 1
2
1

履修計画の見直しによる、隔年開講及
び連携分野との調整による未開講
（26）
履修計画の見直しによる、配当年次の
変更（27）
担当教員の見直しによる教員の増減
（27）

新基盤生命学特別演習４
　　　 前
1・2・3 後

1 1 1 1

履修計画の見直しによる、隔年開講及
び連携分野との調整による未開講
（26）
履修計画の見直しによる、配当年次の
変更（27）
担当教員の見直しによる教員の増減
（27）

新国際基盤生命学特論１ 1・2・3前 1 1

新国際基盤生命学特論２
　　　 前
1・2・3 後

1 1
履修計画の見直しによる、配当年次の
変更（26）

新国際基盤生命学特論３ 1・2・3前 1 1

新国際基盤生命学特論４
　　 　前
1・2・3 後

1 1
履修計画の見直しによる、配当年次の
変更（26）

科学英語演習Ⅵ 1・2・3前 1
2
1

担当教員の見直しによる教員の増減
（26）

科学英語演習Ⅶ 1・2・3後 1
2
1

担当教員の見直しによる教員の増減
（26）

生物科学演習Ⅱ 1～3通 4
33
32

30
29
30

4
5
2

45
42
46
40

40
42

兼44

専任教員の配置変更による教員の増減
（26）
専任教員の配置変更による教員の増減
（27）
専任教員の配置変更による教員の増減
（28）

生物科学特別実験Ⅱ 1～3通 16
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4
5
2

45
�によ・の増

連
0

29

兼
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専任教員の配置変更による教員の

講減

（2）
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（2）
専任教員の配置変更による教員の

8 減
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番号 授業科目名 単 位 数 配当年次 一般・専門 必修・選択 未開講の理由，代替措置の有無

１

２

３

番号 授業科目名 単 位 数 配当年次 一般・専門 必修・選択 廃止の理由，代替措置の有無

１

２

３

（注）・　小数点以下第３位を切り捨て，小数点以下第２位までを記入してください。

　　　　

（６） 「設置時の計画の授業科目数の計」に対する「未開講科目と廃止科目の計」の割合

該当無し

＝ 0
未開講科目と廃止科目の計

（４） 廃止科目

　　　　知方法」を記入してください。

（注）・　授業科目を未開講又は廃止としたことによる学生の履修への影響に関する「大学の所見」及び「学生への周

設置時の計画の授業科目数の計

　　　・　履修希望者がいなかったために未開講となった科目については，記入しないでください。

　　　・　教職大学院の場合は，「一般・専門」を「共通・実習・その他」と修正して記入してください。

（５） 授業科目を未開講又は廃止としたことに係る「大学の所見」及び「学生への周知方法」

（注）・　設置時の計画にあり，何らかの理由で廃止（教育課程から削除）した授業科目について記入して

　　　　ください。なお，理由については可能な限り具体的に記入してください。

　　　・　教職大学院の場合は，「一般・専門」を「共通・実習・その他」と修正して記入してください。

（注）・　設置時の計画にあった授業科目が配当年次に達しているにも関わらず，何らかの理由で未開講となって

　　　　いる授業科目について記入してください。なお，理由については可能な限り具体的に記入してください。

（３） 未開講科目
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備考

○○短期大学と共用

　　　・　昨年度の報告後から今年度の報告時までに変更のあったものについては，変更部分を赤字で見え消し修正するとともに，その

　　　　理由及び報告年度「（28）」を「備考」に赤字で記入してください。

　　　　　なお，昨年度の報告において赤字で見え消しした部分については，見え消しのまま黒字にしてください。

　　　・　運動場用地が校舎敷地　地ࠀに場用



４　既設大学等の状況

備　　考

学生受入は平成3



健康科学・看護学科から名称変更

　駒場３－８－１

※学部前期課程の各科類の学生が主に進学できる後期課程の学部・学科は上記のとおり。学部・学科によっては、上記以外からの進学もできる場合がある。

― 100 H23年度

統合自然科学科 4 50 ― 200 H23年度

学際科学科 4 25

教養学科 4 65 ― 260 H23年度

教養学部については、各類で定めた入
学定員数と各類から主に進学できる学
科定員数の範囲内で、進学できるよう
になっている。

教養学部（後期課程） 東京都目黒区

S24年度 　本郷７－３－１

東京都文京区

医学科 6 110 ― 660 学士（医学）

医学部

学士（保健学） H22年度 　本郷７－３－１

理科三類（本郷 9覘瘐Ńなって度　本郷７学士（保区

医学科－看 （���� 士（医 （ 060（医度学） （目区医学科 （

60　（医学） （年　本郷７３－１

理科三類 士本郷７ （保学学士東1 0

60　（医学）学学士都目本理科理科三類4東1H260　 0い学）2年い　本郷７区医学科本本4東1600学）2年 士本郷７（保　本郷７る 41璈璈͂（͂医学）2年　本郷７1

60

6 学）2年

　本郷７ 京1

60士（医学）2年

　本郷７京1

00 0 学）2年区

医学科本 1皈݂皈݂ 0 学）2年　本郷７３－１

理科三類（本郷

にな郷７



― H 7年度

2

生物科学専攻（Ｄ） 3 ― ― ― 博士（理学）

― ― ― 修士（理学） ―
　　平成26年度より学生募集停止

― H 4年度

H 4年度

H 7年度

生物化学専攻（Ｄ） 3 ― ― ― 博士（理学）

生物科学専攻（Ｍ）

0.89 H 4年度

生物化学専攻（Ｍ） 2 ― ― ― 修士（理学） ―

化学専攻（Ｄ） 3 26 ― 78 博士（理学）

0.56 H12年度

化学専攻（Ｍ） 2 72 ― 124 修士（理学） 0.87 H 4年度

地球惑星科学専攻（Ｄ） 3 52 ― 157 博士（理学）

1.04 H 5年度

地球惑星科学専攻（Ｍ） 2 99 ― 208 修士（理学） 0.73 H12年度

天文学専攻（Ｄ） 3 14 ― 42 博士（理学）

0.97 H 5年度

天文学専攻（Ｍ） 2 23 ― 46 修士（理学） 0.82 H 5年度

物理学専攻（Ｄ） 3 79 ― 237 博士（理学）

東京都文京区

物理学専攻（Ｍ） 2 130 ― 280 修士（理学） 0.82 H 5年度 　本郷７－３－１

0.80 H 6年度

理学系研究科

広域科学専攻（Ｄ） 3 74 ― 222
博士(学術)、

博士(国際貢献)

0.773 22 ― 66 H 8年度

広域科学専攻（Ｍ） 2 118 ― 236
修士(学術)、

修士(国際貢献)、
修士(欧州研究)

0.99 H 6年度

国際社会科学専攻（Ｄ）
博士(学術)、

博士(国際貢献)

0.79 H 8年度

国際社会科学専攻（Ｍ） 2 37 ― 74
修士(学術)、

修士(国際貢献)、
修士(欧州研究)

0.86 H 8年度

地域文化研究専攻（Ｄ） 3 26 ― 78
博士(学術)、

博士(国際貢献)

0.62 H 8年度

地域文化研究専攻（Ｍ） 2 44 ― 88
修士(学術)、

修士(国際貢献)、
修士(欧州研究)

0.50 H 8年度

超域文化科学専攻（Ｄ） 3 26 ― 78
博士(学術)、

博士(国際貢献)

0.79 H 5年度

超域文化科学専攻（Ｍ） 2 40 ― 80
修士(学術)、

修士(国際貢献)、
修士(欧州研究)

0.82 H 8年度

言語情報科学専攻（Ｄ） 3 23 ― 69
博士(学術)、

博士(国際貢献)

東京都目黒区

言語情報科学専攻（Ｍ） 2 30 ― 60
修士(学術)、

修士(国際貢献)、
修士(欧州研究)

0.83 H 5年度

　駒場３－８－１

0.37 H27年度

総合文化研究科

マネジメント専攻（Ｄ） 3 8 ― 16 博士（経営学）

0.903 27 ― 54 H27年度

マネジメント専攻（Ｍ） 2 50 ― 100 修士（経営学） 1.03 H27年度

経済専攻（Ｄ） 博士（経済学）

― H17年度

経済専攻（Ｍ） 2 60 ― 120 修士（経済学） 1.07 H27年度

金融システム専攻（Ｄ） 3 ― ― ― 博士（経済学）

― H 8年度

金融システム専攻（Ｍ） 2 ― ― ― 修士（経済学） ― H17年度

経済史専攻（Ｄ） 3 ― ― ― 博士（経済学）

H19年度

経済史専攻（Ｍ） 2 ― ― ― 修士（経済学） ― H 8年度

― H19年度
　　平成27年度より学生募集停止

経営専攻（Ｄ） 3 ― ― ― 博士（経済学） ―

経営専攻（Ｍ） 2 ― ― ― 修士（経済学）

― H 6年度

現代経済専攻（Ｄ） 3 ― ― ― 博士（経済学） ― H 6年度

現代経済専攻（Ｍ） 2 ― ― ― 修士（経済学）

　本郷７－３－１専本（本（本（本

― ―本（本済学）

博士（理学）郷７－３－１

現代済専（ （ （― ― ―
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―
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千葉県柏市

　柏の葉５－１－５

　本郷７－３－１

公共政策学教育部 東京都文京区

国際公共政策学専攻（Ｄ） 3 6 ― 6 博士（公共政策学） 0.00 H28年度

　本郷７－３－１

学際情報学専攻（Ｄ） 3 44 ― 132
博士(学際情報学)、
博士(社会情報学)

0.72 H12年度

東京都文京区

学際情報学専攻（Ｍ） 2 100 ― 200
修士(学際情報学)、
修士(社会情報学)

0.80 H12年度

学際情報学府

1.10 H15年度

創造情報学専攻（Ｄ） 3 12 ― 36 博士（情報理工学） 0.41 H15年度

創造情報学専攻（Ｍ） 2 29 ― 58 修士（情報理工学）

1.81 H13年度

知能機械情報学専攻（Ｄ） 3 8 ― 24 博士（情報理工学） 1.45 H13年度

知能機械情報学専攻（Ｍ） 2 24 ― 48 修士（情報理工学）

1.69 H13年度

電子情報学専攻（Ｄ） 3 12 ― 36 博士（情報理工学） 1.10 H13年度

電子情報学専攻（Ｍ） 2 28 ― 56 修士（情報理工学）

1.16 H13年度

システム情報学専攻（Ｄ） 3 9 ― 27 博士（情報理工学） 0.47 H13年度

システム情報学専攻（Ｍ） 2 25 ― 50 修士（情報理工学）

1.14 H13年度

数理情報学専攻（Ｄ） 3 9 ― 27 博士（情報理工学） 0.55 H13年度

数理情報学専攻（Ｍ） 2 25 ― 50 修士（情報理工学）

　本郷７－３－１

コンピュータ科学専攻（Ｄ） 3 12 ― 36 博士（情報理工学） 0.66 H13年度

東京都文京区

コンピュータ科学専攻（Ｍ） 2 27 ― 54 修士（情報理工学） 1.31 H13年度

情報理工学系研究科

平成27年度より学生募集停止
情報生命科学専攻（Ｄ） 3 ― ― ― 博士（科学） ― H15年度

0.36 H18年度

情報生命科学専攻（Ｍ） 2 ― ― ― 修士（科学） ― H15年度

国際協力学専攻（Ｄ） 3 10 ― 30 博士（国際協力学）

0.33 H18年度

国際協力学専攻（Ｍ） 2 20 ― 40
修士(国際協力学)、
修士(サステイナビリ

ティ学)
1.20 H18年度

社会文化環境学専攻（Ｄ） 3 14 ― 42 博士（環境学）

0.58 H18年度

社会文化環境学専攻（Ｍ） 2 32 ― 64
修士（環境学）、

修士（サステイナビリ
ティ学）

1.06 H18年度

人間環境学専攻（Ｄ） 3 16 ― 48
博士(環境学)、

博士(科学)

0.74 H18年度

人間環境学専攻（Ｍ） 2 38 ― 76

修士(環境学)、
修士(科学)、

修士(サステイナビリ
ティ学)

0.95 H18年度

環境システム学専攻（Ｄ） 3 8 ― 24 博士（環境学）

0.42 H20年度

環境システム学専攻（Ｍ） 2 18 ― 36
修士（環境学）、

修士（サステイナビリ
ティ学）

1.52 H18年度

海洋技術環境学専攻（Ｄ） 3 7 ― 21 博士（環境学）

0.90 H18年度

海洋技術環境学専攻（Ｍ） 2 18 ― 36 修士（環境学） 1.21 H20年度

自然環境学専攻（Ｄ） 3 20 ― 60 博士（環境学）

H16年度

自然環境学専攻（Ｍ） 2 46 ― 92
修士(環境学)、

修士(サステイナビリ
ティ学)

0.65 H18年度

― H16年度

平成27年度より学生募集停止

メディカルゲノム専攻（Ｄ） 3 ― ― ―
博士(生命科学)、

博士(科学)
―

メディカルゲノム専攻（Ｍ） 2 ― ― ―
修士(生命科学)、

修士(科学)

1.19 H27年度

メディカル情報生命専攻（Ｄ） 3 24 ― 48
博士(科学)、
博士(医科学)

1.31 H27年度

メディカル情報生命専攻
（Ｍ）

2 53 ― 106
修士(科学)、
修士(医科学)

0.91 H10年度

先端生命科学専攻（Ｄ） 3 23 ― 69 博士（生命科学） 0.38 H10年度

先端生命科学専攻（Ｍ） 2 54 ― 108 修士（生命科学）

1.34 H10年度

複雑理工学専攻（Ｄ） 3 11 ― 33 博士（科学） 0.84 H10年度

複雑理工学専攻（Ｍ） 2 25 ― 50 修士（科学）

1.49 H10年度

先端エネルギー工学専攻（Ｄ） 3 12 ― 36 博士（科学） 0.49 H10年度

先端エネルギー工学専攻（Ｍ） 2 24 ― 48 修士（科学）

1.49 H11年度

物質系専攻（Ｄ） 3 18 ― 54 博士（科学） 1.01 H11年度

物質系専攻（Ｍ） 2 38 ― 76 修士（科学）

H 4年度

新領域創成科学研究科

数理科学専攻（Ｄ） 3 32 ― 96 博士（数理科学）

東京都目黒区

0.78 H 4年度 　駒場３－８－１

0.98

数理科学専攻（Ｍ） 2 53 ― 106 修士（数理科学）

数理科学研究科





５　教員組織の状況

＜理学系研究科　生物科学専攻（博士後期課程）＞

（１） 担当教員表

設　置　時　の　計　画 変　　更　　状　　況

備　　考
専任・

職名
氏　　名
（年　齢）

就任予定年月 担当授業科目名

専任・

職名
氏　　名
（年　齢）

就任予定年月 担当授業科目名
兼担・ 兼担・

兼任　 兼任　

の別　 の別　

　

○ ○ ○ ○
（○○）

平成27年４月

国際経済学特
論

日本経済学特日国



教　授
計

（Ｂ）

112

［8］

（２） 専任教員数等

　（２）－①　専任教員数

設　置　時　の　計　画 現在（報告書提出時）の状況 現在（報告書提出時）の完成年度時の計画

教　授 准教授 講　師 助　教 計 准教授 講　師 助　教
計

（Ａ）
教　授 准教授 講　師 助　教

32 30 2 40 104
33 30 4 45 112

33 30 4 45

（33） （30） （2） （46） （111） ［1］ ［0］ ［2］ ［5］

研究指導教
員数

研究指導補
助教員数

講義のみ担
当の教員数

研究指導教員
数

研究指導補
助教員数

67 45 0

［3］ ［5］ ［0］0䴀



科目 科目 科目

科目 科目 科目

科目 科目 科目

科目 科目 科目

科目 科目 科目

科目 科目 科目

科目 科目 科目

科目 科目 科目

　上記（３）－①　・　（３）－②　の合計

科目 科目 科目

科目 科目 科目

科目 科目 科目

科目 科目 科目計 ○○

（注）・　就任辞退（未就任）及び辞任した全専任教員について，教員数、担当科目数の合計，後任補充の状況を記入ください。

計 ○○

      ・　「事前伺い」により設置された学部等については，本項目を記載する必要はありません。

選択 ○○

     ・　「事前伺い」により設置された学部等については，本項目を記載する必要はありません。

○○ 自由 ○○

計

○○ 必修

○○ 科目

○○ 自由

計 ○○

○○

選択 ○○ 科目 選択 ○○ 選択 ○○

○○ 必修

○○ 人

必修 ○○ 科目 必修

自由 ○○ 科目 自由

　　　・　また、担当予定であった科目の後任補充の状況について、各科目ごとに状況を以下「①」～「③」から選択し、

　　　　　「後任補充理由」の欄にその数字を記載してください。

・専任教員が担当する（している）場合は「①」
・兼任兼担教員が担当する（している）場合は「②」
・後任未定、科目廃止など、上記「①」「②」以外の場合は「③」

合計（Ａ）＋（Ｃ） 後任補充状況の集計（Ｂ）＋（Ｄ）

辞任等した教員数 担当科目数の合計（a）+（b）+（c） ①の合計数（a） ②の合計数（b） ③の合計数（c）

計 ○○

（注）・　一度就任した後に、辞任した全ての専任教員の辞任の理由を具体的に記入してください。

　　　・　昨年度の報告後から今年度の報告時までに専任教員が新たに辞任等した場合，赤字にて記入するとともに，「辞任等の理由」

　　　　　に辞任理由等および（　）書きで報告年度を記入してください。

○○ 人

必修 ○○

○○ 自由 ○○

計 ○○ 科目 計 ○○ 計 ○○

選択 ○○ 選択 ○○

自由 ○○ 科目 自由 ○○ 自由

○○ 必修 ○○ 必修 ○○

選択 ○○ 科目 選択 ○○

科目 必修

合計（Ｃ） 後任補充状況の集計（Ｄ）

辞任した教員数 担当科目数の合計（a）+（b）+（c） ①の合計数（a） ②の合計数（b） ③の合計数（c）

…………のため辞任（27）（（27）（c）…………のた ……のたの（b）+ 倀 ）+（c）☀ 倀）А霸舀潭က 「①

人目ごとてくださいࡐЀࠀた洀㸀）Х）㺃たたࡐ+（ࢂ鈖Ѐ 由

人

　　 切 数当 。が担当する（，後任補充の状況をᢂい（c）+（☀ࠀ③」～ （，後任⿶ᢂい。

○○

○○ 自 ○○

計 ○状況を以下「①」～「③ら選択し、

　　　　） （ 任補充理由」の欄にその

熈 記載してください。任教 が担当する（している）場合は「①」…の・兼任兼担教員が担当す Ａしている）場合は「②」教は「③」

目廃止 ど、上記「①」「②」以②」教は「③」合計（Ａ）＋（Ｃ） 後任補充充理の集計（Ｂ）＋（Ｄ）」し舀教 項目
記載する必要はあ

記まん。

○○ 自由 ○○

計

○ 必修

○○ 科目○ 辞任の由を㸀的に記入のの蠠補」だ兼任⿶က・　㸀度の報告後から坐，後任⿶ᢂい。

までに専任教員が新たに当す 状況を以（，後任補充の状況入のの，ᚅ③理由充員充理

告くださ充。選᠀」理 以す㜘舀担当するください。）

②の入

を記載況＋ている） 度の報告時○）+（c） （ 教員が新たに当す 場合，赤字にて記入する充。もに，「辞任等の理由」ている） 　　　にくだ兼任⿶က・」び（　）書きで報告年度 （○

科計○○計

計択

計

辞任 由教員自由辞任任鐀由教က任 由教က計

自計択

計

担択௶

択௶○○計○○計

自計

担

自௶ᤀƀ資

担○○攀

担+（）+（c）+（c）○だ兼任⿶က・②の合計数b）

③の合計数（c）

…………のため辞任（27）（（27）（c）…………のた ……あ，後任補 （ഀb）+倀 ）

倀 （c　ځ（ 倀 �耆ܒ（ 「①

人目ごと，後任補充の状況をᢂいCې倀）ܲ焀）☀，後任補ഀ㺂）ड怀ܢ 由

㸨 教

㸨 教 人

　　 切 数倀 （c）+（☀ࠀ③」～ ○



（４） 専任教員交代に係る「大学の所見」及び「学生への周知方法」



区　　　分 履　行　状　況
未履行事項について

の実施計画

設　置　時

○○意見

（○○年○○月）

設置計画履行状況

調　　 査　　 時 ○○意見

（△△年２月）

設置計画履行状況

調　　 査　　 時 ○○意見

（□□年２月）

設置計画履行状況

調　　 査　　 時 ○○意見

（●●年２月）

６　留意事項等に対する履行状況等

（注）・　「設置時」には，当該大学等の設置時に付された留意事項と，それに対する履行状況等について，

　　　・　該当がない場合には，「該当なし」と記入してください。

　　　　履行状況等について，具体的に記入するとともに，その履行状況等を裏付ける資料があれば，添付

　　　・　定員管理に係る留意事項への履行状況は，指摘を受けた学科等についてのみ記入してください。

　　　　具体的に記入し，報告年度を（　　）書きで付記してください。

留　意　事　項　等

　　　・　「事前伺い」により設置された学部等については，本項目を記載する必要はありません。

　　　・　「設置計画履行状況調査時」には，当該設置計画履行状況調査の結果，付された意見に対する

　　　　してください。
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設　置　時　の　計　画 変更内容・状況，今後の見通しなど

記入例）

①　修了要件単位数 ①　学生の専門性をより高めるため，必修科目（１科

　　１２４単位　必修科目○○単位，選択科目○○単位 　目・２単位）を追加。（別添○「新旧対象表」参照）

　　　 　

②　施設・設備 ②　学生の修学環境を改善するため，講義室，自習室を

　ａ　講義室○室（○㎡） 　それぞれ○部屋（○㎡）増やすとともに，図書も○○冊

　ｂ　自習室○室（○㎡） 　増書した。

　ｃ　図書○○冊

　　　・　「事前伺い」により設置された学部等については，当該項目を記載する必要はありません。

　　　・「事前伺い」により設置された学部等については，本⁀置された学部等につい さ਀造　○ ○ 　　るた 習　○○冊 　計　学講　善 部　学学　 した　 ○　・○冊

　ａ ○　 」要と・ ○　　照）

　ｂ 　増　学 　 ） 　・も （２○冊　ｂ 　の 室・も ｂ 　　」追・ 高 も照）

② ○　 　） るす 部を改 　 追・照）

　ｂ ○　（照）

　ｃ 室・も ｂ 　　」追・ 高 も照）

　ａ ○　更照）

　　○ 　　 部 た。

　　　と・ 　門も 高書室学す 門善善 ）　　　 書 高書室る学 　 書た。

　　　対　　対　の
　）れ書し し表の　講２ 書 れ書況　 学 門も　 書ࠀ。

　　 た の　）改 書室る学 　 書も 了」参照）

① 　 　）　○冊

　ａ 　の対　・冊 冊 冊ࠀ。 参　　 　 　の　 高書 ） 学書対　　　高を

変門 書ると 追 ○　 高 もも 冊 た。 参　　

　ａ 　の対　・し表　もに 　
　） 　も 　善す 書 もた。

　　　 　 ○　・し表　もに ○　 　そ　 書 追 象れ善す 書 もも 了」参照ど記記

記入例）

　　○ 部（２も　 書 照）

② ○　・○冊

① ○




